
技能五輪国際大会について

技能五輪国際大会は、原則22歳以下の青年技能者を対象に、幅広い職種の技能競技を通じ、参加国・地域の職業訓
練の振興および技能水準の向上を図るとともに、国際交流と親善を目的に隔年で開催される唯一の世界レベルの技

能競技大会で、ワールドスキルズ・インターナショナル（略称WSI・本部オランダ）により運営されている。WSI
には、86か国・地域が加盟（2024年２月時点）しており、日本は中央職業能力開発協会（JAVADA）が加盟。

日本選手団は1962年から参加しており、これまでに過去３回（1970年東京、1985年大阪、2007年静岡）日本で国
際大会を実施。現在、2028年に開催予定の第49回大会の愛知開催に向けた招致活動を行っている。

直近では、2022年に中国・上海で開催予定だった第46回大会は、新型コロナの影響により中国・上海での開催を
中止、競技職種毎に日本を含む15の国・地域での分散開催となった（日本では３職種（情報ネットワーク施工、光
電子技術、再生可能エネルギー）の競技を京都で開催）。今後は2024年に第47回大会をフランス・リヨンで（新
型コロナの影響により2023年の開催予定から１年延期）、2026年に第48回大会を中国・上海で開催予定。
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技能五輪国際大会について

第47回大会で実施予定の競技職種 日本は59職種のうち47職種に参加予定（網掛けは不参加の12職種）

丸囲みは第46回大会の日本選手成績（ メダル 敢闘賞）。青字は第47回大会から、赤字は第46回大会から追加された職種。

第46回大会をもって印刷（敢）、プラスチック金型（銀）、試作モデル製作（銀）が廃止。
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